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平成２０年度　各会計当初予算(案)総括表
　　　（単位：千円・％）

平成　２０　年度 平成　１９　年度

 会計名 予　 　算　 　額 予　 　算　 　額 増減率

カッコ内は特殊要因を除いた場合

75,185,000 73,490,000 1,695,000 2.3

( 73,127,015 ) ( 72,097,298 ) ( 1,029,717 ) ( 1.4 )

国民健康保険会計 16,664,791 17,574,936 △ 910,145 △ 5.2

老人保健会計 1,364,119 14,178,071 △ 12,813,952 △ 90.4

後期高齢者医療会計 1,685,835 0 1,685,835 皆増

介護保険会計 8,474,616 8,444,054 30,562 0.4

中島霊園事業会計 61,797 139,978 △ 78,181 △ 55.9

簡易水道事業会計 50,687 62,987 △ 12,300 △ 19.5

農村下水道事業会計 85,154 111,413 △ 26,259 △ 23.6

ばんえい競馬会計 12,184,961 11,578,753 606,208 5.2

駐車場事業会計 166,094 163,747 2,347 1.4

空港事業会計 577,823 629,007 △ 51,184 △ 8.1

41,315,877 52,882,946 △ 11,567,069 △ 21.9

収　入 6,688,934 5,412,425 1,276,509 23.6

支　出 7,864,563 6,442,230 1,422,333 22.1

収　入 8,826,151 5,991,707 2,834,444 47.3

支　出 10,079,372 7,319,425 2,759,947 37.7

収　入 15,515,085 11,404,132 4,110,953 36.0

支　出 17,943,935 13,761,655 4,182,280 30.4

収　入 132,015,962 137,777,078 △ 5,761,116 △ 4.2

支　出 134,444,812 140,134,601 △ 5,689,789 △ 4.1

区  分 比　較　増　△　減
備　　　　　　　考

一 般 会 計

＊特殊要因　Ｈ１９：まちづくり債借換 300,000、北海道市営競馬組合清算
金1,042,702、ばんえい競馬財政調整基金積立金50,000

Ｈ２０：まちづくり債借換 600,000、公的資金繰上償還1,112,294、こども未来
基金創設122,891、高等教育整備基金借入金償還金（繰上償還分）222,800

総 合 計

特 別 会 計 合 計

下水道事業会計

水道事業会計

企　業　会　計　合　計
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　　　平成２０年度　一般会計当初予算（案）　歳入歳出総括表
(歳　　入) （単位：千円、％）

区分

科目 予算額　(A) 構成比 予算額　(B) 構成比 予算額(A-B) 増減率

5. 市 税 22,427,220 29.8 22,539,658 30.7 △ 112,438 △ 0.5

10. 地 方 譲 与 税 986,564 1.3 1,059,494 1.4 △ 72,930 △ 6.9

15. 利 子 割 交 付 金 155,782 0.2 115,927 0.1 39,855 34.4

16. 配 当 割 交 付 金 69,566 0.1 60,752 0.1 8,814 14.5

17. 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 39,365 0.0 136,417 0.2 △ 97,052 △ 71.1

18. 地 方 消 費 税 交 付 金 1,948,882 2.6 2,022,388 2.7 △ 73,506 △ 3.6

20. ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 4,131 0.0 5,766 0.0 △ 1,635 △ 28.4

30. 自 動 車 取 得 税 交 付 金 207,188 0.3 284,965 0.4 △ 77,777 △ 27.3

35.
国 有 提 供 施 設 等 所 在
市 町 村 助 成 交 付 金 82,406 0.1 74,953 0.1 7,453 9.9

37. 地 方 特 例 交 付 金 311,633 0.4 265,448 0.4 46,185 17.4

40. 地 方 交 付 税 13,803,734 18.4 13,876,230 18.9 △ 72,496 △ 0.5

45. 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 54,000 0.1 54,000 0.1 0 0.0

50. 分 担 金 及 び 負 担 金 803,828 1.1 762,182 1.0 41,646 5.5

55. 使 用 料 及 び 手 数 料 2,274,197 3.0 2,262,723 3.1 11,474 0.5

60. 国 庫 支 出 金 9,889,374 13.2 9,265,510 12.6 623,864 6.7

65. 道 支 出 金 2,908,445 3.9 2,930,343 4.0 △ 21,898 △ 0.7

70. 財 産 収 入 374,954 0.5 193,045 0.3 181,909 94.2

75. 寄 附 金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

80. 繰 入 金 564,054 0.7 480,415 0.6 83,639 17.4

85. 繰 越 金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

90. 諸 収 入 10,884,275 14.5 11,508,982 15.7 △ 624,707 △ 5.4

95. 市 債 7,395,400 9.8 5,590,800 7.6 1,804,600 32.3

75,185,000 100.0 73,490,000 100.0 1,695,000 2.3合 計

平　成　２０　年　度 平　成　１９　年　度 比　較　増　△　減
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(歳　　出) （単位：千円、％）

区分

科目 予算額　(A) 構成比 予算額　(B) 構成比 予算額(A-B) 増減率

5. 議 会 費 325,248 0.4 332,286 0.4 △ 7,038 △ 2.1

10. 総 務 費 2,351,752 3.1 2,319,299 3.2 32,453 1.4

15. 民 生 費 19,664,929 26.2 19,977,076 27.2 △ 312,147 △ 1.6

20. 衛 生 費 2,823,823 3.8 3,060,612 4.2 △ 236,789 △ 7.7

25. 労 働 費 73,578 0.1 84,384 0.1 △ 10,806 △ 12.8

30. 農 林 水 産 業 費 2,660,613 3.5 2,834,439 3.9 △ 173,826 △ 6.1

35. 商 工 費 7,457,325 9.9 7,037,610 9.6 419,715 6.0

40. 土 木 費 8,681,847 11.6 7,287,356 9.9 1,394,491 19.1

45. 消 防 費 234,754 0.3 543,136 0.7 △ 308,382 △ 56.8

50. 教 育 費 5,276,931 7.0 5,013,964 6.8 262,967 5.2

55. 公 債 費 11,368,139 15.1 9,949,073 13.5 1,419,066 14.3

60. 諸 支 出 金 2,352,523 3.1 3,142,580 4.3 △ 790,057 △ 25.1

65. 職 員 費 11,873,538 15.8 11,868,185 16.1 5,353 0.0

70. 予 備 費 40,000 0.1 40,000 0.1 0 0.0

75,185,000 100.0 73,490,000 100.0 1,695,000 2.3

平　成　２０　年　度

合 計

平　成　１９　年　度 比　較　増　△　減
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

地上波デジタル放送受信障害調査及び改修 25,771 20,655 5,116
工事(新規) 国庫補助金

4,212
基金繰入金 ・調査のみ 市庁舎、消防庁舎、小中学校、南商業高等学校、 一部教育費で予算計上

13,543 とかちプラザ、市民文化ホール、卵形消化槽 卵形消化槽は下水道事業会計
市債 ※ 平成21年度以降に共聴アンテナの改修工事等 で別途予算計上

2,900 を実施
・改修工事 公園東町団地 ※劣化等により平成20年度工事 土木費で予算計上
・調査・設計 その他の公営住宅

庁舎内の広告掲示(新規) 185 248 △ 63 市庁舎エレベーター内に広告掲示パネルを設置
雑入

248

市民環境部窓口サービス向上(新規) 6,040 6,040 一部国民健康保険会計で予算
計上

緊急地震速報に係る庁舎等整備(新規) 3,282 3,282 一部衛生費、消防費、教育費
で修繕料を予算計上

・対象施設 市庁舎、保健福祉センター、消防庁舎、
とかちプラザ、市民文化ホール、図書館

職員研修一括委託(新規) 16,393 16,393

備 考事 業 名 事業費
左の財源内訳

事 業 内 容

総 務 費

効率的な職員研修を実施するため、内容の構成から講師選定・
派遣まで一括して業者に委託

地上テレビ放送がデジタル化されることに伴う、市庁舎等による
周辺住宅への電波受信障害状況の調査及び共聴アンテナ改修
工事等

緊急地震速報が流れた際、市民の安全を確保するため、自動
的に庁(館)内に緊急放送し、エレベーターを最寄の階に緊急停
止させる設備の整備

市民が利用しやすい窓口サービスを提供するため、住民票等諸
証明交付窓口の外側に事前案内人(コンシェルジェ)を配置し、ま
た国民健康保険料窓口機能についても充実
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

育児短時間勤務による代替臨時職員(新規) 4,072 4,072

・代替臨時職員賃金 5名

広報紙タブロイド化 22,622 4,336 18,286
雑入

4,336

栄福祉センター移転改築事業 88,650 61,800 26,850 ・建設予定地 西17条北1丁目9-9外 平成20年11月供用開始予定
市債 ・施設概要 木造平屋建

61,800 床面積　355㎡

姉妹都市展示コーナー設置(新規) 2,303 2,303

・設置場所 とかちプラザ

新公会計制度の導入(新規) 2,700 2,700

(リサーチ アンド ビジネスパーク 構想)

研究推進連携事業(R&B) 431 431

備 考

帯広畜産大学等の研究成果等(知的シーズ)を新産業に結びつ
けるための研究成果発表会や産学官連携に向けた講演会を実
施

帯広市と姉妹都市・友好都市を締結している国内外の６都市に
ついて、市民及び来帯者に周知を図り姉妹都市への理解を深
めるため、展示コーナーを設置

財政状況をよりわかりやすく公表し、市民に説明するための手
法を調査・研究するとともに、平成20年度決算から公表が必要と
なる財務４表作成に着手

広報紙面のサイズと印刷方法の変更、カラー化により市民に親
しみやすく読みやすい紙面へ充実を図るため、広報紙のタブロ
イド化を実施

事 業 内 容

「小学校就学の始期に達するまでの子」を養育するため、常勤
職員が短時間の形態により、希望する曜日・時間帯に勤務

事 業 名 事業費
左の財源内訳
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

北海道洞爺湖サミット関連事業(新規) 2,000 2,000

サミット関係者招聘事業 1,500 1,500

環境シンポジウム 500 500 十勝支庁・帯広開発建設部・帯広畜産大学と合同で開催 衛生費で予算計上
　

農村地域ブロードバンド化調査・研究(新規) 450 450

犯罪のない安全なまちづくり(新規) 1,089 1,089 「犯罪のない安全なまちづくり条例」による施策の推進 平成19年12月制定

防犯リーフレット 300 300 市民・事業者の防犯意識の高揚を図るためリーフレットを作成
・配布枚数 18,000部

地域防犯活動促進補助金 200 200

・対象装備 防犯ベスト、帽子、腕章、青色回転灯、
防犯ステッカー

青色回転灯装備公用車の拡大 39 39 こども未来部 2台
教育委員会 2台

・装備車数 4台

街路灯設置補助(新住宅地分) 550 550 新たな住宅地における街路灯の設置 (通常分) 80灯
・灯数 25灯

備 考事 業 名 事業費
左の財源内訳

事 業 内 容

防犯協会支部活動を促進するため、活動に要する資器材の整
備を支援

犯罪抑止活動を充実するため、青色回転灯及び防犯ステッカー
を装備した公用車を拡大

農村地域において、市街地と同様の高速通信を可能とするブ
ロードバンド整備のための調査・研究

サミット関係者の招聘及び帯広・十勝の歴史や文化を世界に発
信する関連事業

政府・報道関係者等を招聘し、ばん馬と馬文化を中心に観光の
魅力も発信

6



主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

災害に対する備えの充実 4,538 4,538

災害用品の備蓄 3,000 3,000 (パック毛布) 500枚
(災害用ﾄｲﾚ) 400セット

地域防災無線デジタル化基本調査(新規) 500 500 平成21年度　　  実施設計
平成21-22年度　 設置工事
平成23年度　　　運用開始

防災リスクマネジメントWEBの導入(新規) 38 38 様々な防災情報を効率的に入手できるWEB情報システム

自主防災活動補助金(新規) 1,000 1,000 帯広市町内会連合会への
補助

地域住民の防災組織の普及と相互協力体制を構築するため、
自主防災組織を育成・支援

事 業 名 事業費
左の財源内訳

事 業 内 容 備 考

災害時に避難住民が使用するパック毛布及び災害用トイレの備
蓄整備

平成23年5月に地域防災無線で使用しているアナログ周波数が
使用できなくなるため、デジタル通信による無線に切り替えるた
めの基本調査
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

(仮称)地域生活体験ハウス事業(新規) 7,098 7,098 地域生活を希望する在宅障害者及び施設入所者に宿泊型の生
道補助金 活体験の場を平成23年度まで供与

7,098

障害者自立支援法利用者負担の軽減等(拡充) 25,358 11,085 14,273 抜本的な見直しに向けた緊急措置
国庫負担金 (見直し内容)

7,391 ①利用者負担の見直し
道負担金 障害者：低所得者の負担軽減(月額上限額の軽減)

3,694            世帯範囲の見直し(世帯から個人へ)
障害児：軽減対象範囲の拡大と負担軽減(月額上限額の軽減)
②事業者の経営基盤の強化
障害者・児：通所サービス等の単価を約4％引き上げ

障害児移動支援の拡大(拡充) 3,562 3,562 地域生活支援事業（移動支援・日中一時支援）の利用にあたり、
新たに通学・通所時における送迎について送迎加算を拡大

小規模多機能型居宅介護拠点の整備(新規) 30,000 30,000 日常生活圏域の地域密着型サービス提供のため「通い」を中
国庫補助金 心として、随時「訪問」や「泊まり」を組み合わせた施設を整備

30,000 (整備箇所)
西帯広・開西地区　：医療法人社団博愛会　　　　　登録者25人
西地区　：　　　　　　  帯広建設勤労者企業組合　　登録者25人

養護老人ホーム建設費補助金 （　債務負担行為新規設定　） 帯広信楽苑(100床)の移転改築 限度額：366,200千円
事業主体：社会福祉法人真宗協会 期間：平成20～41年度

民 生 費

事 業 名 備 考事 業 内 容
左の財源内訳

事業費

8



主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

ねんりんピック北海道・札幌2009 620 620 平成21年度に実施されるテニス大会の準備費用として実行
　　　　実行委員会負担金 委員会設置、リハーサル大会、視察等を実施

こども未来基金の創設(新規) 123,271 53,271 70,000 次代を担うこどもたちの健やかな成長と豊かな心を育む施策
基金繰入金 充実のための財源確保

52,892
財産運用収入

379

(仮称)こんにちは赤ちゃん事業(新規) 2,628 1,314 1,314 公立保育所6箇所(すずらん、日赤東、松葉、豊成、ひばり、あ
基金繰入金 やめ)に地域担当保育士を配置、こんにちは赤ちゃん事業(第2

1,314 子以降の家庭訪問）をはじめ、子育てパパ応援事業(サンデー
パパ)などの在宅支援、要支援・要保護（児童虐待防止等）家庭
へのサポート

保育所乳児受入枠の拡大(拡充) 237,866 129,631 108,235 平成20年度から民間移管するさくら・ときわ保育所及び平成20
負担金 年1月に移転改築するあじさい保育園で乳児の受入枠を拡大

20,215 ・さくら保育所　 0名→6名
国庫負担金 ・ときわ保育所 3名→6名

72,944 ・あじさい保育園 6名→12名
道負担金

36,472

児童保育センター指導員の増員(拡充) 232,017 125,471 106,546 「放課後児童クラブガイドライン」に基づき、指導員を増員
負担金 (現基準)

69,491 指導員数：児童55名まで2人、56名以上3人
道補助金 (新基準)

55,980 指導員数：児童40名まで2人、41名から70名まで3人、
71名以上4人

事 業 名 備 考事 業 内 容
左の財源内訳

事業費
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

児童保育センター整備事業(新規) 9,870 3,870 6,000 広野児童保育センター開所
負担金 (設置場所)広野小学校内

350 (開所時期)平成20年9月(予定)
道補助金

3,520

保育所整備事業 54,100 54,100 日赤東保育所の乳児室増築など
市債 ・乳児枠5名→12名（平成21年度～）

43,200 ・定員60名→90名(平成21年度～）
基金繰入金

10,900

ファミリーサポートセンター事業(新規) 地域において育児の援助を受けたい人と行いたい人が会員と
なり、育児について助け合う会員組織の立ち上げ準備

児童虐待防止対応マニュアル(新規) 100 100 児童虐待防止対応マニュアルを作成し、関係機関へ配布
基金繰入金

100

子どもの居場所づくり事業(拡充) 4,355 2,413 1,942 小学校を核として地域ボランティアにより運営される放課後・ 継続：つつじが丘小、光南小、
道補助金 週休日等に児童が異なる年齢や地域住民と交流できる場「居 東小、緑丘小、帯広小、若葉小、

2,413 場所」を設置 啓北小、栄小、川西小
・新規校2校
・未実施校での啓発(臨時開設)
・担い手となるボランティア、コーディネーターを養成

｢科学する心」を育てる公開講座の実施（新規） 60 60 春休み、冬休み等に関係機関との協働により公開講座を実施

事 業 名 備 考事 業 内 容
左の財源内訳

事業費
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

医療給付事業の拡大(拡充) 北海道医療保険制度の改正（案） 平成20年10月から実施予定
(乳幼児等医療費) 249,079 111,323 137,756 ◎小卒までの入院助成拡大

道補助金 ・市町村民税課税世帯：3分の2助成（自己負担1割・上限あり）
101,903 ・市町村民税非課税世帯：全額助成（自己負担なし）

雑入 　　　　　　　　　　　　　初診時一部負担金も市独自助成
9,420 市単独事業

◎3歳以上就学前の無料化（所得制限あり）
(ひとり親家庭等医療費) 186,374 61,106 125,268 ・市町村民税課税世帯：入院・通院分を全額助成

道補助金 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自己負担なし）
48,773

雑入
12,333

（重度心身障害者医療費） 368,460 262,480 105,980
道補助金

104,330
雑入

158,150

重度心身障害者医療給付の対象者拡大(拡充) 2,362 1,181 1,181 現在対象外となっている重度精神障害者への拡大
道補助金 (拡大する対象者)精神障害者手帳1級所持者81名中生活保護

1,181 者以外の42名

事 業 名 備 考事 業 内 容
左の財源内訳

事業費
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

妊婦健康診査の拡大(拡充) 31,700 31,700 妊婦健康診査における公費負担を拡大
・変更内容
　妊婦健康診査　2回　→　5回

二次救急医療体制整備 62,551 62,551 厚生病院、協会病院、第一病院
3病院と協力病院との連携 (協力病院)開西病院、協立病院

麻しん・風しん予防接種の拡大 46,985 46,985 麻しん･風しんの定期予防接種対象者の拡大
・対象者 中学1年生、高校3年生に相当する年齢の者
・実施期間 平成20～24年度(5年間)

（仮称）クリーンセンター整備事業 39,701 39,701 新たな一般廃棄物最終処分場の整備 平成20～22年度建設工事
・事業内容 建設工事発注、工事着工 平成23年4月供用開始予定
・建設地予定地 池田町字美加登279番3の内

約16.6ha
・組合事業費 712,125千円

し尿処理施設整備事業 1,949 1,949 し尿・浄化槽汚泥の衛生処理を行う処理方法の検討
・事業内容 し尿処理施設整備調査等業務
・組合事業費 10,164千円

ＥＳＣＯ事業 （　債務負担行為新規設定　）
・対象施設 本庁舎・とかちプラザ 平成21年4月供用開始予定

限度額：　126,700千円

事　　　　　　　業　　　　　　　名

　 ｴｽｺ

事 業 内 容 備 考事業費
左の財源内訳

衛 生 費

平成20年9月～21年1月改修工事省エネルギー改修工事を行い、ＥＳＣＯ事業を導入

二次救急医療に係る体制整備

従来の条件付一般競争入札方
式にかわる「総合評価落札方
式」の導入

12



主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

省エネビジョンの検証 1,000 1,000

・事業内容
　二酸化炭素（ＣＯ2）排出量調査

備 考

第2期環境基本計画の策定および帯広市地域省エネルギービ
ジョン達成のための基礎データとして調査を実施

事業費
左の財源内訳

事　　　　　　　業　　　　　　　名 事 業 内 容
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主　要　事　業　調
2.75 7.00 7.00 7.00 7.00 5.88 10.00 10.00 10.00 1.88 11.38 8.75 7.00 24.25 7.00 3.63 15.38

（単位：千円）

特定財源 一般財源

季節労働者雇用対策(拡充) 65,000 65,000 冬期援護制度改正や公共事業縮小に伴う季節労働者の雇用 農林費、土木費、教育費に
対策事業の拡大 予算計上
・事業内容 市有林除伐枝打業務、帯広の森間伐業務

大空緑地樹木剪定業務、街路樹補植作業　等

(仮称)帯広市職業能力開発センター （　債務負担行為限度額変更　） 旧産業技術センター併設施設の移転改築 総事業費　351,504千円
建設費補助金 ・事業主体 (職)帯広地方職業能力開発協会 限度額変更

・移転先 西22条北2丁目 　6,500千円　⇒　23,700千円
十勝産業振興センター東側隣接地

・敷地面積
・延床面積

学卒未就職者等就労促進事業 686 686 若年者の就職基礎能力向上のため、継続受講が容易な短期 （予算内容） 委託料
・長期間コース（１ヶ月）の廃止

備 考

3,093.36㎡
1,510.57㎡

労 働 費

事 業 内 容事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費
左の財源内訳

H19 H20 H21 H22

地耐力調査 実施設計 建設工事

基本設計 開発許可申請 外構工事

造成工事 設備機器整備

供用開始
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

農用地等集団化（交換分合）事業 3,860 3,776 84 中八千代地区（３年目　400ha）
道補助金 ・計画書作成、事業認可、登記 3,544千円職員費に計上

3,776

食育の推進

食育推進計画に基づいた庁内横断的な 2,400 1,200 1,200 ・食事バランスガイドの普及・活用を通じた各種講習会の開催 その他関連予算
事業展開 道補助金 ・複合的なイベント開催により食への興味・関心を育てる 保健福祉部　0,537千円

1,200 学校教育部　0,381千円
生涯学習部　2,000千円

食の安全・安心、地産地消の充実 1,200 1,200 ・地元加工品の導入試作 教育費で計上
・イエスクリーン米の給食導入

農地・水・環境保全向上対策

営農活動支援事業（新規） 5,824 160 5,664 総事業費　22,653千円
道補助金 麦・豆類 030,000円/ha

160 ・以平地区(131.8ha)、桜木地区(311.9ha) いも・根菜類 060,000円/ha
・小麦104.8ha、馬鈴しょ170.9ha、豆類97.1ha、その他70.9ha 果菜類 180,000円/ha
・化学肥料、化学合成農薬を原則５割削減 葉茎菜類 100,000円/ha

地域共同活動支援事業 4,723 586 4,137 農業の基盤となる農地・水・環境を保全するために取り組まれ 総事業費　16,527千円
道補助金 る地域共同活動への支援（市負担1/4） 畑地 12,000円/ha

586 ・以平地区(788.4ha)、桜木地区(670.0ha)（新規） 草地 02,000円/ha
・明渠排水路の草刈・床ざらい等、農道点検、雑木処理等

補助対象経費となっている人件費

・教育ファームの質向上により農業への理解と食への感謝の
心を育む

化学肥料や化学合成農薬の大幅低減に取り組む営農活動に
ついて、経営コスト増に対して支援（市負担1/4）

農 林 水 産 業 費

備 考事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費
左の財源内訳

事 業 内 容
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

良質堆肥生産振興対策 1,655 1,655

黒毛和牛生産振興対策 1,359 1,359

・関係機関と連携した個別農家における素牛飼養技術の指導

飼料自給率向上対策
　ﾃｨｰｴﾑｱｰﾙ

エコフィードＴＭＲセンター設置支援 17,823 17,640 183 エコフィード：食品残さ
道補助金 ＴＭＲ：総合配合飼料

17,640 ・整備内容 残さ一時貯蔵施設、成形包装機械、
原料運搬機械等

・原料 農産物選果残さなど　2,200㌧/年

八千代牧場の機能強化及び 266 266 ・道営草地整備事業を活用し、粗飼料の生産振興を図るため 道営草地整備事業
酪農家草地整備支援（新規） 酪農家及び八千代牧場の草地整備並びに牧場機能強化に係る 平成20年度　計画策定

計画の策定 平成21年度～25年　事業実施

道営畑地帯総合整備事業 68,373 53,687 14,686 道営事業
雑入 ・線事業（市負担2％）

29,787 　明渠排水整備：調査・設計・用地買収
市債 ・面事業（市負担6.25％）

23,900 　土層改良、暗渠排水整備：調査・設計・用地買収
・計画樹立　 川西西地区
・基本計画 大正南地区

備 考

・八千代牧場を活用した受精卵提供牛の増頭と受精卵供給基
地化の検討

農産物の選果残さなどを活用したエコフィードＴＭＲセンターの
設置支援

耕種農家における低コストで良質な堆肥の生産手法についての
調査研究

事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費
左の財源内訳

八千代牧場に新規導入した繁殖和牛を活用し、黒毛和牛の生
産振興を図り、経営の多様化を促進

事 業 内 容

川西北地区
大正北地区
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

馬産振興と馬文化の継承及び観光 30,054 10,200 19,854 ばん馬の生産振興及び馬文化の継承を図るための振興策
雑入

10,200
ばん馬のリッキー号に加えもう１頭を嘱託職員採用
・各種イベント、小中学校・保育所への訪問、触れ合い等により
馬の歴史と文化を学ぶ

ばん馬生産振興
・ばんえい競馬入賞馬生産農家への報償

競馬場通周辺景観整備
・色とりどりの花で競馬場周辺を整備し、競馬場のイメージ
アップと、観光スポットとしての景観向上

馬耕まつり開催
・関係機関と連携し馬文化をテーマにしたイベント開催

ばん馬まつりの開催支援
・関係機関と連携した集客イベントの開催

バス広告
・空港利用の観光客へのＰＲ

「ばんえい」プロモーション
・本州、道内でのばんえい競馬のプロモーションの実施

国際チャーター便誘致造成
・ばんえい競馬を観光資源として、外国人観光客を誘致

障害者乗馬講演会・体験会開催 民生費で予算計上
・広く市民・障害者に乗馬セラピーの効能を知ってもらう

競馬場誘導標識設置 土木費で予算計上
・競馬場へのアクセス向上のため市道交通案内標識を設置

事 業 内 容 備 考

商工費で予算計上

事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費
左の財源内訳
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主　要　事　業　調
2.75 7.00 7.00 7.00 7.00 5.88 10.00 10.00 10.00 1.88 11.38 8.75 7.00 24.25 7.00 3.63 15.38

（単位：千円）

特定財源 一般財源

産業振興ビジョン策定事業 1,374 1,374 中小企業振興協議会の提言をもとに、中小企業振興のための
指針「産業振興ビジョン」を策定
・フォーラム開催（平成21年2月開催予定）
・ＰＲ、普及用冊子作成

経営者研修事業（新規） 1,000 1,000 経営者に対する研修プログラムの充実 中小企業振興協議会の提言に
よる産業振興ビジョン前倒し
事業

商工業人材育成派遣事業 1,000 1,000 自主研修事業の見直しによる中小企業者の派遣研修
基金繰入金 事業の充実

1,000 ・補助上限額を5万円から30万円に増額

産業間連携促進事業

地域産業資源活用促進事業（新規） 1,474 1,474 （地域資源活用手法支援事業）
　先進的に取り組む地域資源活用先駆者、有識者、省庁担当
　者を講師に、地域資源活用に対する意識醸成を図る

（地域資源活用実践事業）
　帯広、十勝の地域資源を集め、活用したい人とのマッチング事
　業の実施

農産物付加価値向上推進事業 1,570 1,570 ・農商工連携を目的として設立された食産業振興協議会を通じ 食産業振興協議会：
地元産小麦の付加価値向上のための試作品づくりなどを実施 平成19年11月設立
・製粉工場立地の可能性調査の実施

商 工 費

備 考事 業 内 容事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費
左の財源内訳
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主　要　事　業　調
2.75 7.00 7.00 7.00 7.00 5.88 10.00 10.00 10.00 1.88 11.38 8.75 7.00 24.25 7.00 3.63 15.38

（単位：千円）

特定財源 一般財源

地場産業の振興と企業誘致

ものづくり総合支援補助金 9,000 6,000 3,000 地場産業振興補助金及び新事業進出補助金の統合・見直し 補助率：1/2
基金繰入金 を行い、製品開発から技術指導、販路開拓までを総合的に支 補助限度額：50～150万円

6,000 援する補助制度の創設

企業立地促進法に基づく 1,053 1,053 地域の特性、強みを活かした企業立地の促進に向けた協議会 構成団体(案)
　　　　基本計画の策定(新規) の設置及び基本計画の策定   道、帯広市、管内6町

・実施主体 （仮称）帯広十勝地域産業活性化協議会 　商工会議所、各町の商工会
・内容 産業集積の形成、活性化に関する目標、 　帯広畜産大学、研究機関

集積区域の設定、重点的に企業立地を図
る区域等

地域いたわり商店街事業補助金（新規） 800 800 地域の商店街としての認知度を高め、地域に愛される商店街を
目指した取組に対する補助
・対象事業 少子高齢化、環境対策、地域資源の活用等

地域に密着した事業

西１・７西地区優良建築物等整備事業（新規） 49,752 24,876 24,876 中心市街地の居住促進と都市機能の向上を図るため、高齢者 総事業費　588,000千円
国庫補助金 住宅、デイサービス、発達障害保育対応託児所などの機能を 竣工　平成21年2月（予定）

24,876 併設した施設整備の補助
・建設主体 ㈱日専連おびひろ
・運営主体 NPO法人フクジュソウ
・施設概要 鉄筋コンクリート造6階建［高齢者住宅48戸]
・建設場所 西1条南7丁目

備 考事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費
左の財源内訳

事 業 内 容
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主　要　事　業　調
2.75 7.00 7.00 7.00 7.00 5.88 10.00 10.00 10.00 1.88 11.38 8.75 7.00 24.25 7.00 3.63 15.38

（単位：千円）

特定財源 一般財源

駅北多目的広場整備費 1,150 150 1,000 隣接地に完成予定の民間ホテルとの調和のとれた環境整備
基金繰入金 ・整備内容 ホテル隣接側舗装整備、花壇設置

150

魅力ある観光拠点づくり(新規)

「恋人の聖地」参画負担金 242 242 旧愛国・幸福駅を魅力ある観光拠点として全国にＰＲするため、 選定状況：
「恋人の聖地」の選定を受ける 　全国49カ所(うち道内3カ所)

幸福駅ライトアップ事業 1,000 1,000 「恋人の聖地」として魅力ある観光拠点演出のため、旧幸福
駅舎に照明の設置

愛国ふれあい広場整備事業 24,000 18,000 6,000 旧愛国駅周辺を観光拠点及び地域ふれあいの場として整備 平成20年度整備完了
市債 ・整備内容 バーベキューハウス

18,000 コンビ遊具
ベンチ等

国際ラリー支援歓迎実行委員会負担金 3,000 3,000 十勝管内で開催されるラリー北海道（アジアパシフィックラリー
選手権）の支援
・開催期間 平成20年7月11日(金)～7月13日(日)

観光情報ホームページの外国語対応（新規） 1,000 1,000 観光情報ホームページの多国語対応化
・対応言語 英語、中国語［繁体字：台湾向け］

備 考事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費
左の財源内訳

事 業 内 容
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主　要　事　業　調
(単位：千円)

特定財源 一般財源

特殊舗装整備事業 100,000 93,700 6,300 特殊舗装打替工事 事業内容は、公共事業緊急3カ年
市債 　南町西・56号線外23路線 L=5,050m 集中投資プランを含む

93,700
オーバーレイ工事
　川西・上清川基線線 L=1,650m

道路側溝整備事業 50,000 47,500 2,500 側溝整備工事
市債 　西24南1・11号線外4路線 L=600m

47,500

道路新設改良費 280,900 270,500 10,400
国庫補助金 1,200千円職員費に計上

107,400
市債 西16南1・西6号線 西16・17条北１丁目 L=35m、W=18m、調査、用地補償

163,100 西19南5・1号線 西19条南5丁目 L=190m、W=16m(完了)
西20南5・1号線 西20条南5丁目 L=80m、W=16m、調査、実施設計
南22丁目西甲線 西2条南22丁目～西3条南22丁目 L=120m、W＝20m
南3線乙線 西25条南3・4丁目 L=250m、W=8m(完了)
南町南・17号線外 西15条南36丁目 L=90m、W=10m、用地補償(完了)
新町西6丁目 新町西6丁目 L=12m、W=10.9m、用地補償
西12条北1丁目 西12条北1・2丁目 L=18m、W=10m、用地(完了)
弥生新道 稲田町西2線～西19条南42丁目 交差点改良
市道現況調査

事業内容は、公共事業緊急3カ年
集中投資プランを含む

交通安全施設整備費 99,350 92,750 6,600
国庫補助金 550千円職員費に計上

28,050
市債 柏林台・中央線 柏林台西町1丁目～南町4丁目 L=340m､W=3.5～4.5m

64,700 交通環境調査(完了)
東柏林台・1号線 柏林台東町3～5丁目 L=260m､W=13.84～16.00m(完了)
旧広尾道路乙線 幸福町～泉町 L=1,850m､W=1.75m

土 木 費

備 考事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費
左の財源内訳

事 業 内 容

補助対象経費となっている人件費

補助対象経費となっている人件費

路 線 名 等 施 工 区 間

路 線 名 等

事 業 内 容 等

施 工 区 間 事 業 内 容 等
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主　要　事　業　調
(単位：千円)

特定財源 一般財源

都市計画道路整備費 655,700 635,300 20,400
国庫補助金 5,300千円職員費に計上

303,000
市債 共栄通 西12条南1～4丁目 橋梁下部・上部製作、用地補償

332,300 柏林台通 西16条南2丁目～柏林台中町2丁目 L=330m、W=18m、用地補償
玄武通 西16条北1丁目 L=100m、W=18m、用地補償
弥生新道 西18条南40丁目 L=211m、ボックスカルバート

用地(完了)
北栄グリーンロード 西9条南7丁目 橋梁下部･上部製作・架設、

L=150m、W=36m(完了)
＜債務負担行為変更＞
・旧士幌線跡地(啓北グリーンロード) 平成24年度まで延長　　 現在　平成20年度まで
・昭和56年公共用地(弥生新道) 平成25年度まで延長　　 現在　平成20年度まで

事業内容は、公共事業緊急3カ年
集中投資プランを含む

稲田・川西地区新市街地開発事業 773,400 712,000 61,400 地区内工事
国庫補助金 ・区画道路 ：L=1,100m、W=8m 3,400千円職員費に計上

314,500 ・下水道　 ：(雨水・汚水)L=700m　 第5工区　A=7.3ha
道負担金 ・公共施設管理者負担金 ：機関庫の川公園

34,300 一部教育費、下水道事業会計
市債 公共施設等 で予算計上

338,200 ・豊成小 ：基本設計費等
企業債

25,000 地区外工事
・学園通 ：用地費、補償費
・青柳通 ：L=40ｍ、W=18m、設計費、用地費、補償費
・公園東通 ：実施設計(新規)
・(仮称)せせらぎ橋 ：上部工、用地費、補償費

補助対象経費となっている人件費

備 考事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費
左の財源内訳

事 業 内 容

補助対象経費となっている人件費

路 線 名 等 施 工 区 間 事 業 内 容 等
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

緑商第三土地区画整理事業 206,800 138,066 68,734 地区内工事 平成20年度整備完了
国庫補助金 ・区画道路 ：L=726m、W=6m･8m

4,000 ・上水道 ：L=357m 一部総務費、民生費、教育費、
道補助金 ・下水道 ：（汚水）L=115m　 水道事業会計､下水道事業会計

4,666 ・助成金 で予算計上
市債

112,400 地区外工事
企業債 ・区画道路 ：摺付工一式（弥生新道）

17,000
関連工事等
・南商教職員住宅解体　3棟
・若葉福祉センター移転改築 供用開始：平成21年4月予定
　（建設予定地）　 西17条南5丁目9-5 （南商教職員住宅跡地）
　（施設概要）　　 木造平屋建
　　　　　　　　　　 　床面積　350㎡、敷地面積　1,494㎡
・若葉児童保育センター移転
　（設置場所） 若葉小学校内
　（開所時期） 平成21年4月予定

除雪機械更新 25,000 22,647 2,353 除雪グレーダー　1台
国庫補助金

16,347
市債

6,300

市道除雪に要する経費 405,250 405,250 現在の新雪3回分を新雪４回分へ、また2次除雪分を拡充

道路台帳電子化（新規） 4,500 4,500 道路台帳等の道路に関する財産情報についてシステム化 3カ年整備１年目
システム化の効果：図面交付時間の短縮、必要枚数の減

事 業 内 容 備 考事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費
左の財源内訳
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

水環境フェア2008in帯広開催地負担金 1,000 1,000 水環境の保全と再生に関する意識の高揚を図るイベント開催 8月1日～7日　水の週間
・開催時期 平成20年8月6日(水)～8日(金)
・会場 とかちプラザ、十勝川・札内川河川敷外
・開催内容 シンポジウム、市民参加型体験イベント

（仮称）景観100選（新規） 128 128 景観に対する市民啓発のため、良好な景観等を募集し公表

グリーンパークの芝生更新（新規） 5,000 5,000 整備後30年を経過し、コガネムシ等被害によって老朽化した 4カ年計画
基金繰入金 芝生を更新

5,000

公園整備費 134,512 123,173 11,339
国庫補助金 2,372千円職員費に計上

68,973 公園名 事業内容等
市債 サケのふる里公園 西15条南36～37丁目 施設整備、用地費　A=3,423㎡

54,200 中島霊園 西21～22条北5丁目 実施設計、用地費　A=9,621㎡
＜債務負担行為設定＞
サケのふる里公園：平成20年度　20％、平成21年度　80％ 限度額：148,600千円

補助対象経費となっている人件費

備 考
左の財源内訳

事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費

施 工 場 所

事 業 内 容
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主　要　事　業　調
(単位：千円)

特定財源 一般財源

ポケットパーク整備費 10,000 10,000 2カ所整備 整備計画 　　 　　：12カ所
基金繰入金 ・西2条南38丁目 508㎡ 平成19年度末整備済： 6カ所

10,000 ・西3条南31丁目 355㎡

帯広の森整備費 61,951 66,000 △ 4,049 用地取得費0.5ｈa、園路整備　L=600m、園路実施設計
国庫補助金 用地取得進捗率(予定：97.6％) 8,144千円職員費に計上

30,000
市債

36,000

(仮称)帯広の森市民活動センター整備費 6,000 6,000 帯広市と市民が協働で帯広の森の利活用や間伐、森の育成を 平成21年度整備予定
国庫補助金 実施する拠点施設として整備

3,000 ・実施設計
基金繰入金

3,000

帯広の森桜並木整備事業(新規) 10,000 10,000 3月補正予算で寄附金・基金積立金補正予定(約140,000千円)
基金繰入金 寄附者の意向に沿って、桜の植樹を実施

10,000 ・平成20年度事業：植樹計画の策定、サラダ館東側への桜植樹

補助対象経費となっている人件費

事 業 内 容 備 考
左の財源内訳

事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

（仮称）新帯広の森スピードスケート場整備 2,343,505 2,318,600 24,905 本体工事（継続費）
国庫補助金 　平成19年度：18％　平成20年度：42％　平成21年度：40％ 3,400千円職員費に計上

1,146,000
道補助金

100,000
市債

1,072,600

＜関連予算＞
（仮称）新帯広の森スピードスケート場 （　債務負担行為新規設定　） 原則として平成21年度の購入とするが、納品が供用開始に間 限度額：58,800千円
備品購入費 に合わないもの及び契約議決が必要な備品購入について債務 軽量スタンド（1,000席）

負担行為を設定

特殊設備等機能検証業務委託 18,000 18,000 施設設置者の責任として音響設備・空調設備・製氷機能など
の機能確保を図るため必要な精査検証を実施

民間木造住宅耐震化促進事業（新規） 118,048 112,755 5,293 旧耐震基準以前（昭和56年以前）に建築された民間木造戸建
国庫補助金 住宅の耐震化促進

1,755 ・耐震診断補助金 3.630千円×30件(上限  30千円)
道補助金 ・耐震改修補助金 3,200千円×30件(上限300千円）

3,000 ・耐震改修資金貸付金 3,600千円×30件
貸付金元利収入 　耐震改修部分 　上限　2,500千円

108,000 　リフォーム部分　上限　2,000千円

補助対象経費となっている人件費

事 業 内 容 備 考
左の財源内訳

事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

公営住宅建替事業 1,041,412 1,046,412 △ 5,000
国庫補助金 5,000千円職員費に計上

439,139 団　地　名　等 構　　造　　等
基金繰入金 稲田団地（R1） 建設工事（平成19年度：35％、平成20年度：65％）

58,373 5階建　1棟　45戸
市債 緑地・駐車場整備

548,900 緑南団地解体（71戸）

大空団地5街区 建設工事（平成19年度：50％、平成20年度:50％）
2階建　4棟　48戸
緑地・駐車場整備

ストック総合改善 大空団地3街区：全面的改善実施設計
柏林台団地南町：給水施設改修
　　　　　　　　　　　　（受水槽方式⇒直圧方式）
地デジ対策：電波障害予測調査（10カ所）
　　　　　　　 電波障害対策工事実施設計（7カ所）
　　　　　　　 公園東町団地電波障害対策施設改修

補助対象経費となっている人件費

事 業 内 容 備 考
左の財源内訳

事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

高規格救急自動車の整備 36,901 32,987 3,914 救急自動車の1台更新
国庫補助金 ・配置場所 消防署鉄南出張所

12,087
市債

20,900

消防団の環境整備(新規) 4,200 4,200

消 防 費

事業費
左の財源内訳

事　　　　　　　業　　　　　　　名 事 業 内 容 備 考

消防団員が災害時に避難誘導及び防災指導を行うための必要
な装備品を更新
・防火衣、ヘルメット（防火帽・保安帽）、長靴（防火用）等

市内における運用車両計5台、
全て高規格化
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

小中学校の適正規模・適正配置 184 184 ・豊成小学校移転準備検討委員会の開催 豊成小　平成24年4月1日開校
・東地区中学校統合準備協議会の開催 東地区　平成23年4月1日開校

生徒指導アドバイザーの増員(拡充) 6,542 6,542 家庭訪問相談員の1名増員
( 増 員 後 ) ・心の教室相談員　10名

・家庭訪問相談員　2名(男女各1名)

学校支援ボランティア活用モデル事業研究委託 1,000 1,000 平成19年度 2校
(新規) (花園小・啓北小)

・平成20年度 5校 ※文部科学省委託事業

児童生徒の安全安心対策 84 84

小学校200名、中学校100名

小学校へのAED設置(新規) 2,064 2,064 AED(自動体外式除細動器)の設置
・小学校26校　各校1台

教育用コンピュータ整備 14,160 14,160 旧式となり授業に支障をきたしている教材用パソコンの更新
・小学校1校(21台)、中学校15校(542台)

学校、PTA、地域住民が連携して行っている児童生徒の見守り
活動に係るボランティア活動保険への加入

教 育 費

地域の住民や関係者が総がかりで学校を支援する仕組みを作
り、学校教育において学校支援ボランティアの活用

備 考事 業 内 容事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費
左の財源内訳
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

特別支援教育の推進

特別支援学級の設置 2,800 2,800

・小学校3校(柏小・若葉小・広陽小)
・中学校1校(大空中)

特別支援教育補助員の配置(拡充) 29,568 29,568

・特別支援教育助手の退職に伴い1名増員
( 増 員 後 ) ・小学校23名、中学校9名

生活介助員の増員等(拡充) 46,042 46,042

・階段昇降機1台購入

身障者用トイレ改修 4,500 4,500

・小学校4校(柏小・大空小・広陽小・明和小)
・中学校1校(南町中)

事 業 内 容事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費
左の財源内訳

肢体不自由児・車椅子児童生徒に対する生活面のサポートを
行う介助員を3名増員(24名⇒27名)

身体に障害のある児童生徒が適切な教育を受ける環境をつくる
ため、身障者トイレを改修

備 考

一人一人の教育的ニーズに応じ、適切な指導等が受けられるよ
う、情緒学級を従来の拠点校方式から自校式へ転換

ADHDやLD等の傾向を有する児童を抱え、学級運営に支障をき
たしている学級を支援するため、特別支援教育補助員を配置
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

学校施設増築・耐震化事業

校舎増築・耐震改修 31,500 31,500 第三中　実施設計等

体育館耐震改修 97,451 67,262 30,189 柏小、明星小、川西小　補強工事等
国庫補助金

33,462
市債

33,800

校舎耐震改修 180,000 149,408 30,592 大正小　補強工事等
国庫補助金 ・構造 RC造

63,208 ・補強面積 2,584㎡
市債

86,200

386 386

英語学習システムの南商高への導入（新規） 840 840

・実用英語検定準2級以上取得者　7.5％⇒25％を目標

南商高開校50年記念事業 21,000 21,000 ・記念式典(協賛会と共催)

南商高生徒マディソン市訪問研修実施に向け
た調査

姉妹都市マディソン市に生徒を派遣し、ホームステイや英語研
修を平成21年度から実施するため、教職員を派遣し、関係団体
や教育機関と詳細を協議

実用英語検定やTOEICテスト等、専門的かつ実用的な英語資
格の取得を促進するため、インターネットを活用した英語学習シ
ステムの導入

・資材置場を屋外部活用のクラブハウスに改修するとともに、屋
外トイレを整備

備 考事 業 内 容事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費
左の財源内訳
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

動物園遊具の更新(新規) 8,800 8,800

・新遊具名 ウォーターショット
・乗員数 10名　2人乗×5台

動物園冬期開園(新規) 12,039 7,708 4,331
使用料

1,408 ・開園期間 12月から2月の土・日・祝日(28日間)
市債 ・開園時間 午前11時から午後2時

6,300 ・入園料 夏と同様

市民ギャラリーの設置 215,712 202,606 13,106
使用料

456 ・整備位置 ＪＲ帯広駅地下
国庫補助金 ・供用開始 平成21年3月

79,700 ・ギャラリースペース 700㎡
基金繰入金 ＜事業費内訳＞

32,750 ・建設工事費 199,300 千円
市債 ・備品購入費 7,340 千円

89,700 ・管理経費 9,072 千円

ツール・ド・北海道国際大会 1,400 1,400

・開催期間 平成20年9月11日～9月15日
第1・4ステージ：スタート地点、第3ステージ：タイムトライアル

初心者のためのカーリング教室(新規) 372 372

備 考事 業 内 容

ジャングルマウスの老朽化が著しいことから撤去し、新たな遊具
に更新

事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費
左の財源内訳

平成19年に完成したカールプレックスおびひろにおいて、小・中
学生を対象とした教室を開催

市民が日頃の文化活動の成果を発表し、鑑賞する場として、帯
広駅地下に市民ギャラリーを整備

12月から2月までの3ヶ月間冬期開園をし、子どもたちの外での
活動の場を提供し、それに伴いスロープを整備

国際自転車競技連合公認であり、日本唯一の本格的なステー
ジレースであるツール・ド・北海道の開催
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

総合型地域スポーツクラブの育成等(拡充) 900 900
基金繰入金

900

帯広の森高圧供給系統整備費 （　債務負担行為新規設定　） 帯広の森運動施設の電力量増加に伴う高圧供給系統整備に 限度額：20,000千円
係る工事負担金 平成21年6月供給開始予定
・契約先 北海道電力㈱

総合体育館の整備 128 128

新たな学校給食調理場の検討 2,908 2,908 整備へ向けた調査検討
・先進地視察 仙台市・山形市(PFI建設)

前橋市・春日部市(民間委託・設置方式)
・建設手法等調査委託

総合体育館の整備に向けた検討のため、直近の整備事例を視
察

備 考事 業 内 容事　　　　　　　業　　　　　　　名
左の財源内訳

事業費

身近な地域におけるスポーツ活動の充実のため、総合型地域
スポーツクラブを育成・支援
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

公的資金の繰上償還 1,147,886 1,126,900 20,986 2カ年目
市債 平成19年度：

1,126,900 3月補正により対応予定

公 債 費

平成19年度から3カ年限定で認められた公的資金の補償金免除
による繰上償還及び民間資金等への借換

備 考事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費
左の財源内訳

事 業 内 容

一般会計

財政融資資金 簡易生命保険資金 公営企業金融公庫 計 繰上償還対象利率

平成19年度 72,592 286,300 358,892 財政融資　7%～、公営公庫　6.7%～

平成20年度 1,015,339 70,217 62,330 1,147,886 財政融資　6%～7%、簡保資金　7%～、公営公庫　6％～6.7%

平成21年度 1,503,673 1,503,673 簡保資金　6%～7%

合計 1,087,931 1,573,890 348,630 3,010,451

簡易水道事業会計

財政融資資金 簡易生命保険資金 公営企業金融公庫 計 対象利率

平成19年度 37,870 37,870 財政融資　7%～

合計 37,870 0 0 37,870

水道事業会計

財政融資資金 簡易生命保険資金 公営企業金融公庫 計 対象利率

平成19年度 602,063 602,063 財政融資　7%～

平成20年度 1,317,059 187,470 1,504,529 財政融資　6%～7%、公営公庫　5％～6.7%

平成21年度 1,073,954 1,073,954 財政融資　5%～6%、

合計 2,993,076 0 187,470 3,180,546

下水道事業会計

財政融資資金 簡易生命保険資金 公営企業金融公庫 計 対象利率

平成19年度 1,381,864 517,258 1,899,122 財政融資　7%～、公営公庫　6.7%～

平成20年度 2,443,427 372,773 2,816,200 財政融資　6%～7%、公営公庫　6％～6.7%

合計 3,825,291 0 890,031 4,715,322
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

高等教育整備基金借入金償還金(新規) 331,064 222,800 108,264
財産売払収入

222,800 ・償還額 約定元金 104,200千円
繰上償還 222,800千円
利子償還    4,064千円

・特定財源－土地売払　内訳
柏林台東町 131,200千円
土筆団地  37,500千円
消防出張所  45,500千円
南商教職員住宅    8,600千円

地方公営企業等金融機構出資金(新規) 7,004 7,004

・帯広市総額   16,000千円
　一般会計負担分     7,004千円
　水道会計負担分     3,544千円
　下水道会計負担分     5,452千円

諸 支 出 金

事業費
左の財源内訳

事　　　　　　　業　　　　　　　名 事 業 内 容 備 考

公営企業金融公庫が廃止され、新たに発足する「地方公営企業
等金融機構」に対する出資金

北海道市営競馬組合清算金への充当に借入れた高等教育整
備基金借入金の償還金
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

国保会計への保険料軽減繰入 90,176 0 90,176 保険料の抑制
賦課限度額を62万円から64万円へ引き上げ

国保特定健康診査、特定保健指導の実施 65,959 46,025 19,934 特定健康診査、特定保健指導の実施
国民健康保険料 ※「高齢者の医療の確保に関する法律」により、保険者に生活

25,685 習慣病予防のための特定健康診査及び特定保健指導の実施
国庫負担金 を義務付け

10,170
道負担金

10,170

老人保健会計 1,364,119 1,250,451 113,668 会計については、平成22年度
支払基金交付金 まで継続

714,384
国庫負担金

412,854
道負担金

103,213
雑入

20,000

事　　　　　　　業　　　　　　　名
左の財源内訳

国 民 健 康 保 険 会 計

備 考事 業 内 容事業費

老 人 保 健 会 計

後期高齢者医療制度へ平成20年度より移行
・3月医療費分経費(1,353,791千円）
・その他事務経費(10,328千円)
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

後期高齢者医療会計繰入金 403,219 194,725 208,494 平成20年度より老人保健制度から後期高齢者医療制度へ 特別会計設置
道負担金 移行

194,725

後期高齢者健康診査の実施 12,580 11,368 1,212 後期高齢者医療広域連合より健康診査業務を受託(9割)
雑入 健康診査自己負担分(1割)については、一般会計の負担

11,368 とする

一般会計（療養給付費負担金）支出 1,077,636 1,077,636 医療給付費(負担率：1/12)についての広域連合への支出

生活機能評価の実施 40,022 35,019 5,003 要介護状態に陥りやすい高齢者の生活機能低下を早期に
介護保険料 発見するため、生活全般（栄養・運動・口腔など）の状況を

7,603 確認し、介護予防の観点から機能を評価する
国庫補助金

10,006
道補助金

5,003
支払基金交付金

12,407

介 護 保 険 会 計

事　　　　　　　業　　　　　　　名

後 期 高 齢 者 医 療 会 計

備 考事 業 内 容
左の財源内訳

事業費
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

墓所整備 30,126 30,126 ・用地取得 11,663 ㎡
使用料 ・粗造成等

26
市債

30,100

農村下水道整備 28,050 29,840 △ 1,790 下水道未整備地区の生活環境の保全及び公衆衛生の向上を 平成19年度末　324基
分担金 図るため、合併処理浄化槽を設置　　　15基

8,040
市債

21,800

ばんえい競馬事業 12,184,961 12,184,961 ばんえい競馬開催
収益事業収入

11,897,487 売上見込
手数料 79,283千円/日（平成19年度当初見込74,349千円/日）

1,500 ナイター開催の増　42日　⇒　72日

財産運用収入

2,192
寄附金

1
基金繰入金

54,000
雑入

229,781

備 考事業費
左の財源内訳

事 業 内 容事　　　　　　　業　　　　　　　名

中 島 霊 園 会 計

農 村 下 水 道 事 業 会 計

ば ん え い 競 馬 会 計
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

第４次拡張事業 246,622 246,622 整備管路延長 3,175m 平成20年度末水道普及率99.9%
国庫補助金 　幹線新設 660m

5,000 　配水管新設 2,515m
出資金

5,000
企業債

197,300
内部留保資金

39,322

配水管整備事業 583,879 583,879 整備管路延長 8,005m
国庫補助金

106,400
企業債

437,000
内部留保資金

40,479

緊急貯水槽整備 77,200 77,200 西帯広地区 V　=　100㎥
国庫補助金 （緑園中）

23,700
出資金

23,700
企業債

29,800

稲田浄水場等施設改修事業 104,419 104,419 No1.2表洗ポンプ取替工事
企業債 No1.2汚泥ポンプ取替工事

82,600 浄水棟(池棟・薬注棟)耐震補強等工事 平成20～21年度継続事業
内部留保資金 (継続費2カ年設定）

21,819

事 業 内 容 備 考

水 道 事 業 会 計

事業費
左の財源内訳

事　　　　　　　業　　　　　　　名
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

公共下水道整備 276,700 274,850 1,850 汚水管整備 平成20年度末整備率
国庫補助金 ・新規敷設 675m 汚水整備率　98.0%

47,500 雨水整備率　41.9%
企業債 雨水管整備 （道路整備を含めた

209,500 ・新規敷設 2,486m 　雨水整備率　72.3%)
内部留保資金

17,850

合流式下水道改善事業 443,800 443,800 遮集管布設      374m
国庫補助金 スクリーン設置      5カ所

221,900 浸透施設    30カ所
企業債 終末処理場第２沈砂池新設工事      1カ所

221,900 （ポンプ場）

終末処理場施設改修事業 209,200 209,200 帯広川下水終末処理場
国庫補助金 ・脱水機棟、管理棟、1系反応タンク耐震補強工事

110,500 ・汚水ポンプ機電改修工事
企業債 ・汚水ポンプ更新工事

97,500 ・機械濃縮設備新設工事 平成20～21年度継続事業
内部留保資金 (継続費2カ年設定）

1,200

事 業 内 容 備 考

下 水 道 事 業 会 計

事業費
左の財源内訳

事　　　　　　　業　　　　　　　名
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主　要　事　業　調
（単位：千円）

特定財源 一般財源

公共施設の耐震化 20,120 20,120
学校施設耐震化(教育費) 20,120 20,120 若葉小体育館改築 平成21年度改築予定

・実施設計等

公共施設の延命化 180,000 31,500 148,500
コミュニティ施設整備（総務費） 10,000 10,000 コミセン、福祉センターの延命化

児童福祉施設整備（民生費） 10,000 10,000 公立保育所、へき地保育所、児童保育センターの延命化

学校環境整備・リニューアル整備(教育費) 98,145 98,145 義務教育施設の適切な維持・補修による延命化

学校給食共同調理場(教育費) 1,855 1,855 新調理場整備までの設備の延命化

社会教育・体育施設整備（教育費） 60,000 31,500 28,500 文化ホール舞台設備改修
市債 体育施設の改修・延命化

31,500

生活基盤整備 576,100 538,800 37,300
道路新設改良費・街路整備費(土木費) 376,100 343,800 32,300 既存事業に上乗せして実施 3,900千円職員費に計上

国庫補助金 ・整備延長の増
180,000 ・整備計画の前倒し、早期完成

市債 ・既存事業の一部とあわせて、24,000千円分を3月補正予算で
163,800  債務負担行為を設定し早期発注（ゼロ市債）

特殊舗装整備費(土木費) 100,000 95,000 5,000 既存事業に上乗せして実施
市債 ・既存事業の一部とあわせて、56,000千円分を3月補正予算で

95,000  債務負担行為を設定し早期発注（ゼロ市債）

下水道(雨水)整備費（下水道事業会計） 100,000 100,000 既存事業に上乗せして実施
企業債

100,000

補助対象経費となっている人件費

備 考事 業 内 容

公共事業緊急3ヵ年集中投資プラン

事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費
左の財源内訳
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主　要　事　業　調
(単位：千円)

特定財源 一般財源

新しい総合計画の策定 6,309 6,309 新しい総合計画素案の策定
・総合計画策定審議会の開催
・指標設定のためのアンケート調査
・市民フォーラムの開催

男女共同参画プランの策定 1,045 1,045 新しいプランの策定に着手
・市民からの意見を求める懇話会の設置
・シンポジウム等の開催、市民意識調査の実施

地域福祉計画の策定 128 128 第6期総合計画にあわせて、地域福祉の推進に係る総括的な
計画として新たに策定
・アンケート調査

第2期障害者計画・障害福祉計画の策定 800 800 第2期障害者計画（平成22～31年度）・第2期障害福祉計画
（平成21～23年度）の策定
・アンケート調査

第4期高齢者保健福祉計画の策定 300 300 第4期高齢者保健福祉計画（平成21～23年度）策定にあたり、
生活状況や保健福祉サービスの需要等の調査実施

（仮称）おびひろこども未来プランの策定 900 900 現行の「児童育成計画（平成12～21年度）」、「こどもプラン（平
成17～21年度）」、「母子保健計画（平成14～23年度）」、「青
少年健全育成推進長期計画（平成7～18年度）」を一本化し、
平成22年度からの10年計画を策定

事 業 内 容 備 考

新総合計画と分野別計画の策定

事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費
左の財源内訳
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主　要　事　業　調
(単位：千円)

特定財源 一般財源

ごみ処理基本計画の策定 646 646 次期ごみ処理基本計画の策定
・廃棄物等減量推進審議会の開催

第5期農業・農村基本計画の策定 254 254 第5期農業・農村基本計画の策定にあたり、農業者の現状と
意向調査及び検討会の開催

都市計画道路の見直し 11,200 11,200 都市計画決定後30年以上未整備で今後10年以内に事業着手 対象路線：22路線　延長23.6km
基金繰入金 見込みのない区間及び地形など個別の課題がある区間につ

11,200 いて見直しを実施

住宅マスタープランの見直し 12,449 12,449 国の政策の変更及び市民ニーズの多様化等に対応するため
国庫補助金 見直しを実施

5,278 ・ストック総合活用計画の見直し
道補助金 ・借上公営住宅の取扱・位置付けの見直し

126 ・高齢者優良賃貸住宅制度の道制度の廃止に伴う見直し
基金繰入金

7,045

（仮称）帯広市学校教育基本計画の策定 1,160 1,160 学校教育の目標とその達成に向けた政策の基本方向や各種
施策の推進を図るため（仮称）学校教育基本計画を策定
計画策定期間 平成19年度～平成21年度（3年間）
・市民検討委員会の開催
　学校関係者、有識者、公募　計16名
・市民フォーラムの開催

（介護保険会計）
第4期介護保険事業計画の策定 2,583 2,583 平成21～23年度までの期間に係る計画の策定

・アンケート調査

事 業 内 容 備 考事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費
左の財源内訳
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